
概 要︓首都直下地震を想定した臨海部における交通防災社会実験
～産官学民における交通防災拠点整備と広域連携～

内 容︓1 交通防災展示
2 交通防災拠点機能確認
3 産官学セッション

日 時︓2022年 11/17(水)-12/17(土)
主 催︓豊洲スマートシティ推進協議会
連 携︓国交省関東地方整備局、東京都、江東区、日本大学（大沢研究室）

豊洲パークマネジメントJV
展示構成︓國學院大學 児玉千絵 専任講師

協 賛︓三井不動産、清水建設
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社会実験の経緯・目的

【経緯】

• 東京大学社会連携講座は、豊洲スマートシティ推進協議会と連携して、 2 0 1 9年以降、東京臨海部における
交通防災まちづくりについて検討しており、 2 0 2 2年 3月は、水害をテーマに社会実験・展示会を開催した。

• 社会連携講座は 2 0 2 2年 6月に閉会したが、 2 0 2 2年度は継続活動として、国土交通省関東地方整備局・東京
都・江東区・日本大学・國學院大學と連携し、社会実験・展示会を開催する。

• 2 0 2 2年 5月に東京都から首都直下地震等による東京の被害想定が発表されたことを受け、今年のテーマは首
都直下地震とした。

【目的】

①東京臨海部における交通防災ネットワーク（リンク）の検証

②東京臨海部における交通防災拠点（ノード）の在り方検討

③交通防災拠点の維持管理・運営（マネジメント）の在り方検討

→江東区豊洲エリアにおける帰宅困難者避難受け入れ訓練（域内・広域避難連携）

→災害時情報収集・発信連携︓情報・人のプラットフォームの構築

④災害時におけるモビリティ活用の有効性の検証（超小型モビリティ、シェアサイクル等）
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社会実験の概要体制図
明日の危機 ～首都直下地震編～
主催：豊洲スマートシティ推進協議会

事務局：清水建設

１⃣ 交通防災展示
主 催：豊洲スマートシティ推進協議会
連携先：児玉専任講師（國學院大學）

大沢教授（日本大学）・清水建設

３⃣ 官学セッション
主 催：豊洲スマートシティ推進協議会
連携先：国交省関東地方整備局・東京都

江東区・商友会
豊洲５丁目マンション自治会

２⃣ 交通防災拠点機能確認
主 催：豊洲スマートシティ推進協議会
連携先：国交省関東地方整備局・清水建設

期間︓11月17日～12月17日
場所︓ミチノテラス豊洲（ミチラボ）
内容︓東京臨海部の災害時のポテンシャル・

災害時タイムラインの提示

期間︓12月15日
場所︓ミチノテラス豊洲（ミチラボ）
内容︓社会実験を通じての産官学民

意見交換

期間︓ 12月15日、12月17日
内容︓【域内避難】情報発信の在り方検証＠豊洲駅→ミチノテラス豊洲

【交通防災拠点機能確認】Lアラート、炊出し、備蓄品、マンホールトイレ
【広域避難】舟、BRT活用＠ミチノテラス豊洲→新橋・竹芝
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１⃣交通防災展示



提
案
内
容

体
験
型

１⃣交通防災展示

9

①KO-TO防災ステーション

一時滞在スペース体験 避難ODマップ 次世代モビリティ

②タイムライン（災害時・対応策） ③災害時臨海部ポテンシャル



１⃣交通防災展示︓①KO-TO防災ステーション
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１⃣交通防災展示︓①KO-TO防災ステーション※動画リンク有
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動画



１⃣交通防災展示︓①KO-TO防災ステーション
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１⃣交通防災展示︓②タイムライン（災害時）
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１⃣交通防災展示︓②タイムライン（対応策）
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１⃣交通防災展示︓③災害時臨海部ポテンシャル
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１⃣交通防災展示︓③災害時臨海部ポテンシャル

16



１⃣交通防災展示︓③災害時臨海部ポテンシャル
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２⃣交通防災拠点機能確認（域内避難訓練）
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一時滞在スペースの体験徒歩にてミチノテラス豊洲へ避難豊洲駅にて一時滞在施設への
誘導に有効な情報について調査

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4



２⃣交通防災拠点機能確認（ミチノテラス豊洲）

V2B（Vehicle to building）
※未実施

マンホールトイレ サイネージ（Lアラート）

フードトラック炊出し(MELLOW)防災備蓄

一時滞在スペース（平時︓バス待合室）



２⃣交通防災拠点機能確認（広域避難訓練）
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船にて竹芝へ BRTにて新橋へ

or

広域避難︓一市町村の中で住民の避難を完結することが困難となるような広域的な災害が発生した場合の、他の市町村等への行政界を越えた避難。
本交通防災社会実験では、地震時も運行可能な手段として船を、災害発生から数日後に道路が開通することを想定してBRT(Bus Rapid Transit)を利用。



２⃣交通防災拠点機能確認（道路状況パトロール）

次世代モビリティ試乗会道路状況パトロール

目的︓大規模災害発生時の道路状況把握におけるシェアモビリティの有用性の
確認（Teams活用）

ルート︓①国道20号︓豊洲→代々木出張所(シェアバイク)
②国道15号︓豊洲→品川駅（シェアサイクル）
③豊洲ぐるり公園（シェアサイクル・電動キックボード）

目的︓
①災害時の帰宅困難者の移動手段としての活用可能性の把握
②平常時利用のPRも兼ねた周知活動の実施



３⃣産官学セッション
日 時︓12月15日（木）14時00分～
場 所︓ミチラボ
議論内容︓首都直下地震における情報収集・発信、交通防災拠点の在り方、移動手段、行政DX、地域連携について
参 加︓国土交通省、東京都、江東区、東京大学、國學院大學、芝浦工業大学、商友会、豊洲5丁目マンション自治会、豊洲スマートシティ推進協議会
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アンケート結果（協議会︓交通防災展示）
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被災時︓「その場」「自宅に避難」が多数
被災一週間後︓「自宅」「避難所」が多数
被災一か月後︓疎開の割合が増加

被災時︓その場にとどまる人が大半
被災一週間後︓近隣都市に移動する人が1割程度
被災一か月後︓疎開を考える人が増える



アンケート結果（協議会︓交通防災展示）
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被災時︓鉄道を利用せず、徒歩で移動
被災一週間後︓徒歩が最多
被災一か月後︓鉄道・自動車の利用が増加



アンケート結果（協議会︓交通防災展示）

87名の内、64名の方が水を備蓄している。
3日以内の量の備蓄を確保している人が最多(4割弱)
江東区民に携帯ラジオを配布している成果が見られる(6割)

連絡はLINEと電話の利用が約8割
スマホが使用不可の際は災害伝言ダイヤルが3割弱
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日本テレビ様
https://news.ntv.co.jp/category/society/dc5d6668498144dc9d3409a0fbffe50b

読売新聞社様

各種メディアによる取材

https://news.ntv.co.jp/category/society/dc5d6668498144dc9d3409a0fbffe50b
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総括
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テーマ 本実験の取組内容 継続検討内容

リンク（広域ネットワーク） • 災害時に有用なネットワークとスペースを整理
※鉄道、高速道路、一般道、船、大規模一時滞在施設

• 豊洲と江東区内外の広域連携

ノード（拠点）
• 災害時も多くの利用者が見込まれる豊洲駅との情報
連携を検証

• 交通防災拠点の機能確認の検証

• 臨海部における交通防災拠点（バスタ）要件整理
• 豊洲と他拠点との連携方法

マネジメント
• 域内避難訓練、Lアラート実証などを通じた災害時情
報収集・発信の重要性について、区民へ周知・行政
と認識を共有

• 情報収集・発信の体制及び方法

モビリティ
• 災害時における多様なモビリティの有用性を検証
※域外避難訓練、道路状況パトロール等

• 舟・小型モビリティの災害時の活用方法
• 交通防災拠点におけるターミナルとモビリティの
在り方

交通防災展示

• 東京臨海部の交通防災ネットワーク「KO-TO防災ス
テーション」を提案

• リンクとノードの在り方

• 首都直下地震を想定したタイムライン（災害時・対
応策）を作成

• 産官学民それぞれの役割を理解・不足部分を検証

• 産官学民連携による改善
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